
事業概要（新たな活用の視点） 
・本事業は地域産業資源の阿波和紙の特徴である、繊維が長く強靭で、薄くても強い特性、
紙の向きとしての目を持つという特性、その素材自体が持つ風合いを利用して、バッグ類や
収納小物類等の雑貨を開発・製造・販売するものである。 

・阿波和紙の目は流れ目に沿っては折れ曲げ易く、裂け易いが逆に流れ目と直角方向には折
れ曲げにくく、避けにくいという特性を持つが、この「目」の特性に着目し、複数の阿波和紙の
縦目を交互に貼り合わせる加工を行うことにより、繊維の「織り」のような状態を作り上げるこ
とができ、耐久性・耐摩擦性を向上させる。 

３類型 鉱工業品 通巻番号 ７－２４－０１５ 

地域資源名 阿波和紙 認定日 平成２５年２月４日 

  地  域  吉野川市、那賀町 所管省庁 経済産業省 

  事業名：阿波和紙と貼り箱技術を使った新しいバッグ等の開発・製造・販売 

  会社名：株式会社山文 
連絡先：ＴＥＬ： 0883-42-2234 
             ＦＡＸ： 0883-42-5111 

 

所在地：徳島県吉野川市山川町堤外35-6 
ＨＰ： http://www.paper-storage-company.com 

販売中のＰＳＣシリーズ 売れる商品づくり（競争力、市場性、販路） 
◆競争力 
・他素材を混合することなく普段使いできる十分な強度を確
保し、和紙の肌触りそのままを楽しんで頂ける「今までにな
い新しい商品」として販売することが可能であり、競合商品
との差別化が図られている。 

◆市場性 
･既存事業で展開中のインテリア雑貨ブランド「ペーパースト
レージカンパニー（ＰＳＣ）」シリーズが好評で、更なる品揃
えの充実を望む声が多くなっている。 

・多用途に使用できるバッグの市場ニーズは高く、阿波和紙
の風合いを活かした本事業による新商品は市場に受け入
れられると推測される。 

◆販路 
・ＰＳＣシリーズの新たなアイテムとして、高級なセレクトショッ
プ等を販売チャンネルとして市場拡大を狙う。 

・商品開発が完了した段階で、ヨーロッパを中心に海外展開
を行う。 

地域における関係事業者との連携 
・原材料である阿波和紙は、吉野川市内及び那賀町の業者から供給を受け、商品化を目指す。 
・強度補完を図るための縫製技術等については、徳島県内の業者に委託することを想定して
いる。 
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